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要 旨

食品残渣はN, P, K等の植物栄養塩を豊富に含んでいることから、これを処理して培養液とすること
で養液栽培に利用できる可能性がある。本研究では、食品残渣を微生物ならびに膜で処理して資源再生
培養液を生成した。さらに、再生培養液単体や、これに不足栄養分を添加したもの、化学肥料
（1/2OAT A処方）と混合したもの等を用いてレタス栽培実験を行い、資源再生培養液の有用性につい
て評価した。なお、レタスは2品種を用いて、品種間差についても検討した。
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• 植物⼯場の養液栽培では、
化⽯燃料や化学肥料が多
く消費されている。

• 栽培残渣などの有機性廃
棄物には、エネルギーや
植物栄養素が多く含まれ
ている。

• これらを養液栽培のため
の資源に転換できれば、
植物⼯場での⾷料⽣産の
持続可能性を⾼められる。
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メタン発酵・⽣物酸化システム
• ⾷品残渣をメタン発酵ならびに⽣物酸化してろ過すると、窒素やリ

ンが溶存化した培養液が得られる。
• 本研究では、この培養液を単独あるいは既存の培養液と組み合わせ

てレタスを栽培し、資源再⽣培養液の利⽤可能性を評価した。

結果 | 栽培終了時におけるレタス

資源再⽣培養液に不⾜栄養分を添加したり、資源再⽣培養液と化学肥料を１︓１で混
合したりすることで、レタスの⽣育速度は化学肥料と同程度となった。
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